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1.はじめに

1945年以来大気圏内核実験によって大気中 14C濃度は著 しく上昇 したが､ 部分的核

実験停止条約が発効 した1963年以後､ 1JC濃度は徐々に減少 してきている [ll｡ 人体諸

組織中の 14C波度は1966-1967年に最高値に達 した[2-6】｡ 植物に取 り込 まれた 14Cは

多様な食物連鎖を介 して人体に取 り込 まれるため､ 血液 ･毛髪等の人体組織中の H C

濃度は1-2年遅れて大気中 14C濃度 と同 じ値を示す [2,6】｡ 14Cは約10年の平均寿命で

人体内軟組織に残留する[71｡

動物実験に基づいて､ 人間の歯のコラーゲ ンは歯根完成後は代謝 しないもの と考 え

られている [8】が､ 人間については確認されていない｡ かりに代謝するな らば､ 現在生

きている人の歯のコラーゲン中 14C濃度は他の軟組織 と同様､ 大気中 14C洩度 と等 し

い値を示すはずである｡ 逆に代謝 しないということは､ 人の歯のコラーゲンはコラー

ゲンが代謝を停止するまでの血液中の 1dC濃度を反映 した 1dC濃度を保ち続けるとい

うことを意味する. つ まり､ 現在生 きている人のうち､ 核実験実施以後に歯が生長 し

た人の歯は､ IdCの洩度異常 として過去の核実験による大気汚染の歴史を覚えている

はずである｡ もしもこの仮定が真実であるな らば､ 年齢の異なる人の歯のコラーゲン

中の ldC濃度の分布は､ 軟組織中の ldC濃度変動にみ られるもの と類似 したパタンを

示すもの と予想 される｡ そこで ヒ ト歯牙コラーゲ ン中 14C濃度変動 と大気圏内核実験

との相関を分析 した｡

2_.材_料 及血 法

2-1材 料

1987年7月から1988年2月にかけて愛知県内の歯科医院の協力により､ 愛知県在住者

146名か ら治療のために抜歯した158個の歯を収集 した｡誕生年は1905(明治38)から

1981(昭和56)年 までの間にあり､ 年齢は収集時の1988年現在で7歳から84歳であった｡

この うち27個を実験に用いた｡

27名は1988年現在で7-61歳に分布 している｡ 27個のうち15個が第三大臼歯(親知 ら

ず)であった｡ 乳歯は1本のみで他は永久歯であった｡
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2-2試 料･調 整 及び 測 定

脱灰 しコラーゲ ンを抽出した｡ 脱灰後アマルガム等の人工的異物や う蝕部分は除去

した｡ コラーゲンは約50oCで充分乾燥 させ た後､ 真空中で2-4時間約400℃に加熱 し炭
化 した｡ 炭素 と銀を重量比1:9で混合 したものを､ プ レスし分析用ターゲッ トを作製 し

た｡ = C波度はタンデ トロン天然放射能測定装置を用 いて測定 した｡

と欄 式年

歯はその位置によって歯が口の中に出て くる萌出の年齢､ あるいは口腔内の歯の表

面である歯冠や顎に埋 まっていて歯の支えになる歯根が完成する年齢は決 まっている

[9】｡ 第三大臼歯の歯根完成は高校卒業時の18歳頃から25歳頃 まで と期間が長 く個人

差が大きいが､ 他の歯の歯根完成年齢は第一大臼歯は10-11歳､ 第二大臼歯は14-16

歳 というように位置により定 まっていて､ それぞれ1-2年以内で一致 しており個人差

がほとんどな-いrlOJ｡ 便宣上コラーゲンの形成は歯根完成年の中央値の年齢で完成す

るもの とした｡

3.結 果 及び 考賓

3-1誕生年㍉ヒH C濃度の関係

図1は誕生年によってコ

ラーゲ ン車 14C濃度が どの

ように変動するかを光 (千

分率)で表 している｡ 図中

の曲線は測定値の上限の輪

郭を描 くようにして書いて

ある｡

1927-1941年の間に生 ま

れた人では､ 14C濃度はほ

ぼ一定でバ ックグラウン ド

レベル にあるが､ 1942年

頃か ら14C濃度は急激に上

昇 し始め､ 1951年頃にバ ッ

クグラウン ドより約600銘

ほど大 きなピーク値に適 した｡

以後2つの指数関数の和で表

される緩やかな曲線に沿 っ
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図1誕生年とヒ ト歯牙コラーゲ ン中 日 C洩度の関係

Fig.1Relation_ofcollected14cconcentration
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て減少 している｡ つまり1942年に生まれた現在47歳の人の歯の中には､ それ以前のバ

ックグラウン ドレベルよ り高濃度の H Cが 含まれてお り､ 1951年に生まれた現在39歳

になる人の歯の濃度が最 も高いことになる. コラーゲ ン中 tAC濃度 と誕生年との関係

は､ 1970年項 までに報告 されている血液､ 毛髪､ 軟組織等の示す lAC濃度変動 とほぼ
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同様の傾向を示 した｡ ただし､ 歯のコラーゲ ンの 14Cの濃度がピークに適 した年は､

他の組織のピーク年より約20年前にずれている｡

3-2歯根完成年 と14C濃度の関係
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図2歯根完成年とヒ ト歯牙コラーゲン中 14C洩度の関係

Fig.2Relationofcollected14cconcentration
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図2は歯根完成年 と14C濃度

との関係を示 している｡ 図

1と同じデータを別の角度か

ら眺めてみたものである｡

誕生年に歯根完成年齢を加

えた値を歯根完成年とした｡

この表 し方でみると1960年

頃まではバックグラウン ド

であるが､ 1961年頃から急

激 に H C濃度 は上昇 し､

1967-1968年頃にピークに

適 した｡ 以降ほぼ直線的に

減少 している｡

歯根完成年で表したとき

の = C濃度の ピー ク年 ､

1967-1968年は他の組織の

ピーク年1966-1967年 とよ

く一致 している｡ また､ ピ

ーク値もほぼ等 しい｡ tJCの半減期は長いので人間に関する限 り､ 体内でのlACの分

布は減衰を考えないで代謝のみによる特性を示すと考えてよい｡ このことから歯コラ

ーゲン中の著しく高い lAC溝度は核実験に由来するものであると結論づけちれよう｡
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The 14cconcentrationinthecollagenofhuman teethwasretrospectively

investigatedtodeteminewhetheritsincorporationwasrelatedtoatmospheric

testir唱 Ofnuclear～-eapons. Teethwereextracted fordentaltherapyfromJuly

1987toFebruary1988frompatientswhowereresidentsinJapan.Tooth

collagen一寸asextractedwithHClandconvertedtoamorphousCbyheatingina

vacuumline. Specimensfor 14Canalysiswerepreparedbymixir唱 theamorphous

CIJithsilverpwder. The 14cconcentrationwasmeasuredby mass

spectrometer.
1961 afterthe

decreased. The

theageofroot

thehistoryof
testshasbeen

The 14cconcentrationintoothcollagenrapidlyincreasedin

bombtests,peaked around 1967-1968,andthengradually
collagenorhumanteethmaintainsthe 14cconcentrationat

completionforlife. Theresultsofthisstljdyindicatethat

environmentalcontaminationfromatmosphericnuclearweapon'S

characterizedbythedepositionofi-ACir!thetoothcollagen

14Cofhum kings.
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